
日越農業協力中長期ビジョン（フェーズ２：2020年～2024年）の概要

○ 日越農業協力対話第５回ハイレベル会合において、今後の取組の指針となる新たな中長期ビジョン（フェー
ズ２：2020年～2024年）を策定し、両国の政府及び民間企業の連携の下、FVC構築に資する取組を総合的
かつ計画的に推進。

モデル地域における取組の深化

分野横断的な取組
■ 気候変動への配慮
 塩水遡上防止施設を完成し、営農条件を改善
 海岸保全や流域保全の造林により、気候変動の

影響を緩和
■ 高度人材の育成
 FVCに関する寄付講座を引き続き開設し、日本企

業が雇用可能な高度な人材育成を支援
 ﾍﾞﾄﾅﾑに帰国した技能実習生に対して、技術を活

用して活躍できる場を提供

食品加工・商品開発

■ モデル地域 （ラムドン省）
 整備した集出荷施設を活用し、効率的な流通システ

ムを構築し、市場アクセスを改善
 民間企業が取り組む高付加価値農産物生産のモ

デルを普及促進し、投資拡大を支援
 越農業者が行う組織作りや食品加工技術を指導し、

FVC構築に貢献

生産性・付加価値の向上 流通改善・コールドチェーン

■ モデル地域 （ハノイ・ホーチミン等大都市近郊）
 建設された物流拠点に加えて道路インフラ等を整備し、

市場アクセスを改善
 検査・農産食品品質コンサルティングセンターを完成・

運用開始し、食品衛生管理体制を充実
 農産物・食品の規格・認証制度の活用促進のため、研

修等を実施

■ モデル地域 （ゲアン省）
 老朽化した灌漑施設の改修を完了し、高付加価

値な農作物の生産に寄与
 ゲアン省にアドバイザーを派遣し、FVCを強化
 GAPを含む安全な農産物栽培手法を普及、産地

形成による安全な作物を栽培し、農産物の信頼性
を向上

日越両国担当当局の連携強化
農林水産物・食品の輸出入の促進について、動植物検疫協議等は両国担当当局が連携して対応
協力覚書等に基づく両国担当当局の連携強化と効果発現を追求
日本企業参入の障害になる規制の撤廃等に対して、両国担当当局は連携して対応

●農業関連インフラの整備、●民間企業の投資促進（先進的技術の導入）、 ●農業振興政策・戦略策定支援及び人材育成

優先的取組の重点化

中長期ビジョン（フェーズ１：2015年～2019年）に位置付けられている開発課題に関する取組を継続して実施
モデル地域におけるこれまでの取組の成果を踏まえ、一層のFVC構築が期待できる取組を柔軟に検討

これまでの取組の深化
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